
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１１日は「人権を確かめあう日」県民のつどい・第１８回シンポジウム  

コーディネーター 

髙松秀憲さん（奈良県人権擁護委員連合会 会長） 

パネリスト  

富田忠一さん（社会福祉法人ちいろば会 統括管理責任者） 

赤川義之さん（ＮＰＯ法人 ならチャレンジド 理事長） 

安田賢行さん（公益財団法人反差別・人権研究所みえ 研究員） 

誰ひとり取り残さない社会をめざして 

～人権のまちづくりを進めよう～  

Ｗｅｂ配信 

 

主催 市町村人権･同和問題啓発活動推進本部連絡協議会  

後援 奈良地方法務局・奈良県・奈良県教育委員会（順不同） 

【お問合せ先】 市町村人権･同和問題啓発活動推進本部連絡協議会（「啓発連協」）事務局 

電話 ０７４４－２２－９６１１  ＦＡＸ ０７４４－２２－９７１１ 

予断や偏見、差別意識が強まる社会、生きづらさを感じる社会は、私たちの力で変えていかなくてはなりません。 

すべての人が生きやすさ、暮らしやすさを実感できる社会が求められています。 

それは、“毎月１１日は「人権を確かめあう日」”の取り組みがめざす「人権のまちづくり」そのものです。 

障がい者問題、インターネット上の人権侵害、コロナ差別等を中心に「誰ひとり取り残さない社会」の実現に向けて、 

毎月１１日は「人権を確かめあう日」県民のつどい・第１８回シンポジウムをＷｅｂ配信で開催します。 

２０２１年１２月２３日１０時 ～ ２０２２年１月３１日１７時まで 配信期間 

視聴方法 Youtubeで配信 https://www.youtube.com/watch?v=TFxMfQah1DU 

｢啓発連協」ＨＰ（http://nara-tenichi.jp/）のトップページからリンク 

右の二次元コードからもリンクできます 

事前申込不要、視聴料無料、字幕付き 
 

法務省委託事業 


